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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・7/25職員日帰り旅行実施予定。（川井さん参加）

・看護グループ内研修について

日時：7/30(水)、8/1(金)　 17:20～　　場所：メンタルケア病棟　3階

テーマ：救急対応　　講師：小泉Ns　久保Ns

対象：看護・介護スタッフ

出欠を7/29までに入力すること。

・本日、7/16付け入職　森　トシ子の青陽館でのローテーション研修実施。

＜利用者様情報＞

・青木紀子様、東海林康之様～両者から相談があり、後々結婚をし子供が欲しいとの話が聞かれている。担当医にも同内容を相談しており、結婚については賛成も反対もしないが、子供ことはしっかり考えた方が良いと言われたとのこと。スタッフから子供をつくるにあたっての大変や、問題を説明しており、しっかりと考えるよう伝えている。

・寺沢　彩様、青木　紀子様～両者から繁名様との関係性について相談がある。これまでされた言動（｢彩ちゃんくさそう｣と言われた､外来時に鞄や携帯電話を取り上げてきた等）について繁名様と直接話し合いの場を設けたいとのことで、本日午後話し合う予定としている。

・繁名　和恵　様～寺沢様と青木様からの相談について、本人に確認。思い当たることはあるか確認すると､｢鞄取っちゃったことかなあ｣と振り返ることが出来ている。幻聴に左右され取ってしまったと話している。本日、寺沢様・青木様も含め直接話をしたいことを伝え､了解をいただいている。

・大久保　康弘様～昨日、八戸赤十字病院整形外科を受診している。レントゲン、血液検査、尿検査を実施し、結果は2週間後の予定。本日来所しており、痛みは良くなったが、足が重いとのこと。また、呂律不良が継続して見られている。

・村上　元道　様～本人より、保証人に関して相談がある。父が亡くなったため、今後の保証人について第三者に依頼できないかとのこと。成年後見制度や保証会社については、現段階で利用できる可能性は低いことを説明し、母か弟でも保証人になる事は可能であることを説明すると、今週中に家族会議をしてくると話している。結果については後日教えていただく事としている。

＜事例検討＞

高柳　和子様　（55）　主病名：統合失調症　利用日：火、木

検討内容目標、計画の見直し

長期目標病状悪化せずに継続して単身生活を送る。

中期目標①不安になった時、自分で対処できるようになる。

②体重増加しないようにする。

短期目標①不安や悩みがある時はスタッフに相談する。不安が強い時は頓用薬を服用する。

②規則正しい食生活をし、運動を行う。

実施計画①不安や悩みの有無を確認し対処法を検討する。屯服薬の服用状況を確認し、自分で対処できていることをほめる。

②運動プログラムへの参加と食事や間食についての振り返りを行う。
現在の状況

・症状として自閉、感情鈍磨、意欲低下が見られており、不調時の自覚はある。

・環境の変化に弱く、不安感があると落ち着かなくなるが、スタッフが話を聞くことで安心するとのこと。気分の落ち込み時は頓服薬のリスパダールを飲むと話している。その他の対処として、青明舎スタッフが本人のやり方を支持し、評価を行っている。

・落ち込みの原因は外来やデイケアに来るのが嫌だと話している。外来ではスタッフが他の人には声をかけているが、自分には声をかけてくれないと感じており、デイケアでは、スタッフや他メンバーに自分の事言われている気がすると話しており、居場所がないと話している。自宅でも落ち込む事はあるとのこと。

・食事に関してや、お金に関することなど、1つのことを気にしすぎてしまう事が多い。

・以前、不安がつのり、家族やスタッフに気にかけて欲しい為か、水で薄めたハイターを飲むなどの行動化が見られていたが、最近は無い。

・過去にトラブルがあった利用者様を気にすることがあり、スタッフに相談する事がある。

検討結果

・デイケアでは1人でいることが多い為、何気ない会話など、スタッフから積極的に声をかけていく必要がある。

・本人が不安に感じていることがあれば、スタッフが話を傾聴し、対応策をしっかりと説明する必要がある。

・プログラムへの参加も促がしていき、スタッフと交流しながら一緒に参加するなど、本人が参加しやすい対応を考え行っていく必要がある。

＜外来情報＞

・津嶋　イチ子様～今の薬で合っていると本人は話されているが、青風荘では寝てばかりいるとのこと。デイケアでは昼寝はするものの活動的であるため、疲労感が残っていると考え、様子をみることとしている。

・前野　義勝　様～ナイトケアの入浴の際、水垢のにおいが気になるため湯を替えて欲しい、シャワーの出が少ないと訴えがある。青陽館スタッフに情報提供することを伝えている。

※本日より、馬渡Drに診察変更

　津嶋イチ子様、古舘正行様、鈴木真知子様、前野義勝様

